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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚物を受けるボウル部と、
　前記ボウル部の下方部に接続された排水トラップ管路と、
を備え、
　前記排水トラップ管路は、
　前記ボウル部の下方部に一端側が連続するまたは接続された入口管部と、
　前記入口管部の他端側に一端側が連続してまたは接続されて上昇流路を形成するトラッ
プ上昇管部と、
　前記トラップ上昇管部の他端側に一端側が連続してまたは接続されて下降流路を形成す
るトラップ下降管部と、
を有しており、
　前記上昇流路の流路方向に垂直な断面において、前記上昇流路の下流側の一部には、前
記上昇流路の上流側の流路断面積よりも大きい流路断面積を有する拡大部が形成されてお
り、
　前記上昇流路の下流端及び／または前記下降流路の上流側には、前記上昇流路の上流側
の流路断面積よりも小さい流路断面積を有する縮小部が形成されている
ことを特徴とする洗い落し式水洗大便器。
【請求項２】
　前記拡大部は、前記上昇流路の上方側において拡大されている



(2) JP 6987362 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

ことを特徴とする請求項１に記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項３】
　前記拡大部の頂面の上流側端は、前記上昇流路の底面の最高到達位置よりも高い位置に
ある
ことを特徴とする請求項２に記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項４】
　前記縮小部の流路高さは、前記上昇流路の上流側の流路高さよりも低い
ことを特徴とする請求項２または３に記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項５】
　前記上昇流路の前記拡大部の頂面の少なくとも一部は、略鉛直方向に延在する壁面によ
って形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項６】
　前記上昇流路の前記拡大部の頂面の少なくとも一部は、前記上昇流路の流路方向に垂直
な断面において、上に凸の湾曲形状を有している
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項７】
　前記縮小部の頂面の少なくとも一部は、前記上昇流路または前記下降流路の流路方向に
垂直な断面において、上に凸の湾曲形状を有している
ことを特徴とする請求項６に記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項８】
　前記下降流路の流路方向に垂直な断面に関して、前記下降流路の下流側の一部には、前
記拡大部の流路断面積よりも大きい流路断面積を有する第２拡大部が形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の洗い落し式水洗大便器。
【請求項９】
　前記拡大部から前記縮小部に至るまで、底面は、略同一の断面形状である
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の洗い落し式水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗い落し式水洗大便器に係り、特に、節水性能に優れた洗い落し式水洗大便
器に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来より、水洗大便器の一種類として、洗い落し式水洗大便器が知られている。洗い落
し式水洗大便器は、水の落差による流水作用で汚物を押し流す、という原理を採用した水
洗大便器である。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、排水トラップ管路に接続される排水ソケットに突出部を設け
て、床下配管でのサイホン発生を抑制した洗い落し式水洗大便器が開示されており、特許
文献２には、排水トラップ管路のトラップ下降管部の上流端側の底面を下り傾斜面とした
洗い落し式水洗大便器が開示されている。
【０００４】
　洗い落し式水洗大便器における汚物（排泄物やトイレットペーパーなど）の排出性能は
、主として、便器洗浄時に生じるボウル部の溜水の水位差によって決まる。より具体的に
は、洗浄開始前の溜水の水位と、洗浄開始後に洗浄水が供給された時の溜水の最高水位と
、の水位差に応じて、汚物の排出性能が決まる。一般に、水位差が大きいほど、汚物の排
出性能は高い。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－１７６３２０号公報
【特許文献２】特開２０１８－１１２００４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
  近年、水洗大便器においては、より一層の節水化が求められている。しかしながら、洗
い落し式水洗大便器においては、洗浄水の量を減少すると、水位差を十分に確保できなく
なり、汚物の排出性能が低下してしまうおそれがある。
【０００７】
　ここで、排水トラップ管路は、一般に、ボウル部の下方部に一端側が連続するまたは接
続された入口管部と、入口管部の他端側に一端側が連続してまたは接続されて上昇流路を
形成するトラップ上昇管部と、トラップ上昇管部の他端側に一端側が連続してまたは接続
されて下降流路を形成するトラップ下降管部と、を有している。
【０００８】
　従来のトラップ上昇管部は、図９に示すように、上昇流路の流路方向に垂直な断面に関
して、上昇流路の流路断面積は略一定であった。このような従来のトラップ上昇管部にお
いて、節水化をしてしまうと、汚物が上昇管部を昇りきれずに、入口管部まで戻ってきて
しまう等のおそれがある。
【０００９】
　このように、洗い落し式水洗大便器において、節水化をしつつ、汚物の排出性能を向上
させるという点で、排水トラップ管路の形状、特にトラップ上昇管部の流路形状には、改
善の余地がある。
【００１０】
　本発明の目的は、比較的少ない洗浄水量であっても有効な汚物の排出性能を維持できる
洗い落し式水洗大便器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、汚物を受けるボウル部と、前記ボウル部の下方部に接続された排水トラップ
管路と、を備え、前記排水トラップ管路は、前記ボウル部の下方部に一端側が連続するま
たは接続された入口管部と、前記入口管部の他端側に一端側が連続してまたは接続されて
上昇流路を形成するトラップ上昇管部と、前記トラップ上昇管部の他端側に一端側が連続
してまたは接続されて下降流路を形成するトラップ下降管部と、を有しており、前記上昇
流路の流路方向に垂直な断面において、前記上昇流路の下流側の一部には、前記上昇流路
の上流側の流路断面積よりも大きい流路断面積を有する拡大部が形成されており、前記上
昇流路の下流端及び／または前記下降流路の上流側には、前記上昇流路の上流側の流路断
面積よりも小さい流路断面積を有する縮小部が形成されていることを特徴とする洗い落し
式水洗大便器である。
【００１２】
　本発明によれば、便器洗浄時において、洗浄水及び汚物が排水トラップ管路のトラップ
上昇管部内へ流れ込む際、流路断面積が大きくなる拡大部において、汚物の離散（固まり
の分裂）が促される。そして、流路断面積が小さくなる縮小部において、拡大部において
広がった洗浄水及び汚物が再び集約されて、効果的に整流される。この作用により、比較
的少ない洗浄水量であっても、有効な汚物の排出性能を維持することができる。
【００１３】
　また、前記拡大部は、前記上昇流路の上方側において拡大されていることが好ましい。
【００１４】
　これによれば、便器洗浄時において、洗浄水及び汚物が排水トラップ管路のトラップ上
昇管部内へ流れ込む際、上方側において流路断面積が大きくなる拡大部において、洗浄水
の一部が当該上方側に拡大された領域に流れ込む。このような洗浄水の挙動により、拡大
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部を通過する汚物に、回転力を与えることができ、上昇流路の最高到達位置を乗り越える
ような方向に（縦回転方向に）汚物を転がらせることができる。この作用により、比較的
少ない洗浄水量であっても、汚物の排出性能を高めることができる。
【００１５】
　前記拡大部の頂面の上流側端が、前記上昇流路の底面の最高到達位置よりも低い位置に
あれば、拡大部を通過する汚物に、回転力をより効果的に与えることができる。一方、前
記拡大部の頂面の上流側端が、前記上昇流路の底面の最高到達位置よりも高い位置にあれ
ば、上昇流路内のより長い領域において流路断面積が一定（または一定以下）に維持され
得るため、水の落差による位置エネルギをより高効率に（低損失で）利用できる。
【００１６】
　また、前記縮小部の流路高さは、前記上昇流路の上流側の流路高さよりも低いことが好
ましい。すなわち、前記縮小部は、鉛直方向において流路断面積が縮小されていることが
好ましい。
【００１７】
　これによれば、拡大部において流路断面積が拡大する方向と縮小部において流路断面積
が縮小する方向とが一致するため、拡大部において広がった洗浄水及び汚物が縮小部にお
いてより効果的に整流される。これによって、汚物の排出性能を高めることができる。
【００１８】
　また、前記上昇流路の前記拡大部の頂面の少なくとも一部は、略鉛直方向に延在する壁
面によって形成されていることが好ましい。
【００１９】
　本件発明者によれば、このような態様で拡大部を形成する場合に、回転力をより効果的
に与えることができる。
【００２０】
　また、前記上昇流路の前記拡大部の頂面の少なくとも一部は、前記上昇流路の流路方向
に垂直な断面において、上に凸の湾曲形状を有していることが好ましい。
【００２１】
　これによれば、拡大部において流路断面積が広がっていても、当該拡大部において洗浄
水及び汚物の流れが過度に乱れることが効果的に抑制される。
【００２２】
　この場合、前記縮小部の頂面の少なくとも一部についても、前記上昇流路または前記下
降流路の流路方向に垂直な断面において、上に凸の湾曲形状を有していることが好ましい
。
【００２３】
　これによれば、上昇流路（及び下降流路）の頂面を、拡大部から縮小部まで滑らかに形
成することができ、拡大部において広がった洗浄水及び汚物をより効果的に整流すること
ができる。これによっても、汚物の排出性能を高めることができる。
【００２４】
　また、前記下降流路の流路方向に垂直な断面に関して、前記下降流路の下流側の一部に
は、前記拡大部の流路断面積よりも大きい流路断面積を有する第２拡大部が形成されてい
ることが好ましい。
【００２５】
　これによれば、下降流路においてサイホンが発生してしまうことを抑制することができ
る。
　また、前記拡大部から前記縮小部に至るまで、底面は、略同一の断面形状であることが
好ましい。これによれば、当該底面は、滑らかに形成される。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、比較的少ない洗浄水量であっても、有効な汚物の排出性能を維持する
ことができる洗い落し式水洗大便器を提供することができる。



(5) JP 6987362 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態による洗い落し式水洗大便器を示す平面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線断面図である（但し、貯水タンク４は図示省略）。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】図２のＶ－Ｖ線断面図である。
【図６】図２のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【図７】本実施形態による洗い落し式水洗大便器の作用の説明図である。
【図８】本実施形態による洗い落し式水洗大便器の別の作用の説明図である。
【図９】従来のトラップ上昇管部の上昇流路の形状を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
（全体構成）
　以下、添付図面を参照して本発明の一実施形態による洗い落し式水洗大便器について説
明する。図１は、本発明の一実施形態による洗い落し式水洗大便器を示す平面図であり、
図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線断面図であり（但し、貯水タンク４は図示省略）、図３は、
図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図であり、図４は、図２のＩＶ－ＩＶ線断面図であり、図５
は、図２のＶ－Ｖ線断面図であり、図６は、図２のＶＩ－ＶＩ線断面図であり、図７は、
本実施形態による洗い落し式水洗大便器の作用の説明図であり、図８は、本実施形態によ
る洗い落し式水洗大便器の別の作用の説明図である。
【００２９】
　図１乃至図７に示すように、本発明の一実施形態による洗い落し式水洗大便器１は、陶
器等からなる便器本体２を備える。便器本体２の後方側の上方には、洗浄水源である貯水
タンク４が設置されている。貯水タンク４は、上水道等の給水源（図示せず）に接続され
ている。
【００３０】
　以下の説明において、便器本体２を前方から見た時の右側を「右側」とし、便器本体２
を前方から見た時の左側を「左側」としている。
【００３１】
　貯水タンク４に設けられた操作レバー（図示せず）を操作することにより、洗浄操作が
開始されるようになっている。具体的には、操作レバーの操作によって貯水タンク４の排
水弁（図示せず）が開き、貯水タンク４から所定の洗浄水量が、便器本体２の後方側に設
けられた供給口２ａに供給されるようになっている。
【００３２】
　ここで、所定の洗浄水量は、３．８～６．０リットル程度であり、従来の一般的な洗い
落し式水洗大便器の洗浄水量（例えば、１３リットル程度）より少ない。
【００３３】
　なお、貯水タンク４に代えて、規定の洗浄水量を供給できるフラッシュバルブ等の他の
給水装置が利用されてもよい。
【００３４】
　便器本体２の前方上部には、ボウル部８が形成されている。ボウル部８は、ボウル形状
に形成されている汚物受け面１６と、その上縁部に形成されて汚物受け面１６に洗浄水を
吐水するリム部１８と、を有している。
【００３５】
　本実施形態のリム部１８は、ボウル部８の上縁部の略全周に形成されていて、内側にオ
ーバーハングしている。また、リム通水路底面２５が、ボウル部８の略全周に亘って、内
方に向って略平坦な棚状に略水平に形成されている。このような構成により、リム通水路
底面２５上を流れる洗浄水が、ボウル部８の上部を一周するような流れを形成することが
でき、ボウル部８内の各領域にバランス良く洗浄水を導くことができるようになっている
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。
【００３６】
　便器本体２の内部には、当該便器本体２の後方側に設けられた供給口２ａから導入され
る洗浄水を、リム通水路底面２５上を介してボウル部８内に導くための導水路２０が設け
られている。
【００３７】
  導水路２０は、主導水路２１と、第１リム導水路２３ａと、第１吐水部２４ａと、第２
リム導水路２３ｂと、第２吐水部２４ｂと、を有している。
【００３８】
  図１に示すように、主導水路２１は、貯水タンク４の下方から便器前方へ向けて形成さ
れている。主導水路２１は、下流側において、第１リム導水路２３ａと第２リム導水路２
３ｂとに分岐されている。これにより、主導水路２１に供給された洗浄水は、第１リム導
水路２３ａと第２リム導水路２３ｂとに流入するようになっている。
【００３９】
  第１リム導水路２３ａは、ボウル部８の後方から左方へ向けてリム部１８に沿って形成
されている。第１リム導水路２３ａの下流側の端部（例えばリム部１８の左方の中央付近
）に、第１吐水部２４ａが形成されている。
【００４０】
　これにより、主導水路２１から第１リム導水路２３ａへ流入された洗浄水は、平面視で
反時計回りに流れ、その後、第１吐水部２４ａからリム通水路底面２５上を流れてボウル
部８の汚物受け面１６へ吐水されるようになっている。
【００４１】
  第２リム導水路２３ｂは、ボウル部８の後方に形成され、洗浄水の流れ方向を屈曲させ
る屈曲部位を有している。第２リム導水路２３ｂの下流側の端部（例えばリム部１８の右
後方）に、第２吐水部２４ｂが形成されている。
【００４２】
　これにより、主導水路２１から第２リム導水路２３ｂへ流入された洗浄水は、平面視で
時計回りに流れ、屈曲部位で流れ方向が屈曲（反転）されて反時計回りに流れ、その後、
第２吐水部２４ｂからリム通水路底面２５上を流れてボウル部８の汚物受け面１６へ吐水
されるようになっている。
【００４３】
  このように、本実施形態に係る洗い落し式水洗大便器１は、リム部１８に設けられた第
１、第２吐水部２４ａ、２４ｂから洗浄水を吐水し、ボウル部８の汚物受け面１６におい
て旋回流を生じさせることで、ボウル部８の洗浄を行うようになっている。
【００４４】
（排水トラップ管路１４に関する構成）
　ボウル部８の下方には、溜水部１２（ボウル部の下方部）が形成され、所定量の溜水が
貯留されている。初期水位の溜水面が、Ｗ０で示されている。溜水部１２の下端に、排水
トラップ管路１４の入口管部１４ａの一端側が連続しているまたは接続されている。溜水
が、封水として機能して、排水トラップ管路１４からの臭気等がボウル部８側へ逆流する
ことを防止している。
【００４５】
　入口管部１４ａの他端側は、上昇流路３０を形成するトラップ上昇管部１４ｂの一端側
に連続しているまたは接続されている。そして、トラップ上昇管部１４ｂの他端側は、下
降流路４０を形成するトラップ下降管部１４ｃの一端側に連続しているまたは接続されて
いる。トラップ下降管部１４ｃの他端側は、床面に設置された排出管（図示せず）に接続
されている。
【００４６】
　図２に示すように、入口管部１４ａは、側面視において、その底面（管路の最下面）が
下に凸の湾曲面となるように形成されており、トラップ上昇管部１４ｂの上流側端の領域
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も、その底面が下に凸の湾曲面となるように形成されており、両者は互いに滑らかに連続
しているまたは接続されている。
【００４７】
　また、入口管部１４ａの流路方向に垂直な断面において、入口管部１４ａの底面（管路
の最下面）は、下に凸の湾曲面となるように形成されている。
【００４８】
　略同様に、図２に示すように、入口管部１４ａは、側面視において、その頂面（管路の
最上面）も下に凸の湾曲面となるように形成されており、トラップ上昇管部１４ｂの上流
側端の領域の頂面も、下に凸の湾曲面となるように形成されており、両者は互いに滑らか
に連続しているまたは接続されている。
【００４９】
　また、入口管部１４ａの流路方向に垂直な断面において、入口管部１４ａの頂面（管路
の最上面）は、上に凸の湾曲面となるように形成されている。
【００５０】
　入口管部１４ａの左右側面とトラップ上昇管部１４ｂの上流側端の領域の左右側面につ
いても、互いに滑らかに連続しているまたは接続されている。
【００５１】
　トラップ上昇管部１４ｂは、中間領域においては、斜め上向きに伸びる直管状となって
おり、上昇流路３０の流路方向に垂直な断面が、図３に示す断面形状で一定となっている
（流路幅７８ｍｍ、流路高さ６３ｍｍ）。
【００５２】
　本実施形態では、トラップ上昇管部１４ｂの上流側端の領域（湾曲領域）においても、
上昇流路３０の流路方向に垂直な断面は、図３に示す断面形状と同一形状である。
【００５３】
　そして、上昇流路３０の下流側の一部に、上昇流路３０の上流側の流路断面積（図３に
示す断面形状の断面積）よりも大きい流路断面積を有する拡大部３２が形成されている。
当該拡大部３２は、上昇流路３０の上方側において拡大されている。また、図２に示すよ
うに、当該拡大部３２の頂面の上流側端Ａは、上昇流路３０の底面の最高到達位置Ｂより
も高い位置にある（高低差約１５ｍｍ）。
【００５４】
　より具体的には、本実施形態の拡大部３２の頂面は、上流側端Ａから略鉛直方向に延在
する略鉛直壁面３３と、略水平方向に延在する略水平壁面３４と、によって形成されてい
る。略鉛直壁面３３は、平坦形状であるが、略水平壁面３４は、拡大部３２よりも上流側
の上昇流路３０の頂面（図３参照）と同様に、上昇流路３０の流路方向に垂直な断面にお
いて、少なくとも左右方向中央側の領域に上に凸の湾曲形状を有している（図４参照：流
路幅７８ｍｍ、流路最大高さ８０ｍｍ）。
【００５５】
　一方、本実施形態の拡大部３２の底面は、上昇流路３０の流路方向に垂直な断面に関し
て、略一定の断面形状を有しており（図４参照）、拡大部３２よりも上流側の上昇流路３
０の底面の断面形状（図３参照）と略同一である。
【００５６】
　本実施形態では、更に、上昇流路３０の下流端の領域において、上昇流路３０の上流側
の流路断面積（図３参照）よりも小さい流路断面積を有する縮小部３６が形成されている
（図５参照：流路幅７８ｍｍ、流路最大高さ６０ｍｍ）。本実施形態では、図５に示すよ
うに、縮小部３６の頂面も、上昇流路３０の流路方向に垂直な断面において、左右方向中
央側の領域に上に凸の湾曲形状を有している。
【００５７】
　拡大部３２から縮小部３６へ滑らかに上昇流路３０の断面形状が移り変わるように、拡
大部３２の略水平壁面３４（頂面）と縮小部３６の頂面とは滑らかに連続している（また
は接続されている）。縮小部３６内において流路断面積は一定となっている（図５参照）
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。（拡大部３２の下流端から縮小部３６の上流端に至る範囲内の流路断面積は、上昇流路
３０の上流側の流路断面積（図３参照）より小さく、且つ、縮小部３６の流路断面積（図
５参照）より大きい。）
【００５８】
　また、拡大部３２から縮小部３６に至るまで、底面は、略同一の断面形状である（図４
及び図５参照）。これにより、上昇流路３０の底面は、当該上昇流路３０の上流端から下
流端まで滑らかに形成されている。
【００５９】
　また、本実施形態では、下降流路４０の途中に、拡大部３２よりも流路断面積が大きい
第２拡大部４２が形成されている（図６参照：流路幅約８３ｍｍ、流路最大高さ１１９ｍ
ｍ）。このような形態は、下降流路４０においてサイホンが発生してしまうことを抑制す
る。
【００６０】
　縮小部３６の下流端（上昇流路３０の下流端）から第２拡大部４２の上流端までは、下
降流路４０の流路断面積が滑らかに増大するように、下降流路４０の頂面及び底面のそれ
ぞれが滑らかに連続している。
【００６１】
（作用）
　次に、本実施形態による水洗大便器の作用（動作）を説明する。
【００６２】
　便器洗浄のため洗浄操作パネル（図示せず）の操作ボタン（図示せず）が操作されると
、貯水タンク４に設けられた排水弁（図示せず）が開き、貯水タンク４から所定の洗浄水
量（例えば、３．８リットル）が便器本体２の後方側の供給口２ａから便器本体２内の導
水路２０へと供給される。
【００６３】
　そして、導水路２０へ給水された洗浄水は、主導水路２１を経て第１リム導水路２３ａ
と第２リム導水路２３ｂとに分岐される。
【００６４】
　第１リム導水路２３ａを経て第１吐水部２４ａから吐水される洗浄水は、リム通水路底
面２５上を流れてボウル部８の上部を旋回し、旋回しながらリム通水路底面２５から汚物
受け面１６に下降して、ボウル部８を洗浄する。
【００６５】
　第２リム導水路２３ｂを経て第２吐水部２４ｂから吐水される洗浄水も、リム通水路底
面２５上を流れてボウル部８の上部を旋回し、旋回しながらリム通水路底面２５から汚物
受け面１６に下降して、ボウル部８を洗浄する。
【００６６】
　ボウル部８を洗浄しながら下降した洗浄水は、汚物とともに排水トラップ管部１４から
排出される。
【００６７】
　ここで、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１は、上昇流路３０の流路方向に垂直な断
面に関して、上昇流路３０の下流側の一部に、上昇流路３０の上流側の流路断面積よりも
大きい流路断面積を有する拡大部３２が形成されており、上昇流路３０の下流端（及び下
降流路４０の上流側）に、上昇流路３０の上流側の流路断面積よりも小さい流路断面積を
有する縮小部３６が形成されている。
【００６８】
　これにより、便器洗浄時において、洗浄水及び汚物が排水トラップ管路１４のトラップ
上昇管部１４ａ内へ流れ込む際、流路断面積が大きくなる拡大部３２において、図７に示
すように、汚物の離散（固まりの分裂）が促される。そして、流路断面積が小さくなる縮
小部３６において、拡大部３２において広がった洗浄水及び汚物が再び集約されて、効果
的に整流される。この作用により、比較的少ない洗浄水量であっても、有効な汚物の排出
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性能を維持することができる。
【００６９】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、拡大部３２は、上昇流路３０の
上方側において拡大されている。
【００７０】
　これにより、便器洗浄時において、洗浄水及び汚物が排水トラップ管路１４のトラップ
上昇管部１４ａ内へ流れ込む際、上方側において流路断面積が大きくなる拡大部３２にお
いて、洗浄水の一部が当該上方側に拡大された領域に流れ込む。このような洗浄水の挙動
により、拡大部３２を通過する汚物に、図８に矢印で示すような回転力を与えることがで
き、上昇流路３０の最高到達位置を乗り越えるような方向に（縦回転方向に）汚物を転が
らせることができる。この作用により、比較的少ない洗浄水量であっても、汚物の排出性
能を高めることができる。
【００７１】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、拡大部３２の頂面の上流側端Ａ
が、上昇流路３０の底面の最高到達位置Ｂよりも高い位置にある。
【００７２】
　これにより、上昇流路３０において、より長い領域において流路断面積が一定に維持さ
れているため、水の落差による位置エネルギをより高効率に（低損失で）利用できる。
【００７３】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、縮小部３６の流路高さは、上昇
流路３０の上流側の流路高さよりも低い。すなわち、縮小部３６は、鉛直方向において流
路断面積が縮小されている。
【００７４】
　このように、拡大部３２において流路断面積が拡大する方向と縮小部３６において流路
断面積が縮小する方向とが一致しているため、拡大部３２において広がった洗浄水及び汚
物が縮小部３６においてより効果的に整流される。これによって、汚物の排出性能を高め
ることができる。
【００７５】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、上昇流路３０の拡大部３２の頂
面の一部が、上流側端Ａから略鉛直方向に延在する略鉛直壁面３３によって形成されてい
る。
【００７６】
　これにより、汚物に対して、図８に矢印で示すような回転力をより効果的に与えること
ができる。
【００７７】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、上昇流路３０の拡大部３２の頂
面の一部が、上昇流路３０の流路方向に垂直な断面において上に凸の湾曲形状を有する略
水平壁面３４によって形成されている。
【００７８】
　これにより、拡大部３２において流路断面積が広がっていても、当該拡大部３２におい
て洗浄水及び汚物の流れが過度に乱れることが効果的に抑制される。
【００７９】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、縮小部３６の頂面も、上昇流路
３０の流路方向に垂直な断面において、上に凸の湾曲形状を有している。
【００８０】
　これにより、上昇流路３０（及び下降流路４０）の頂面を、拡大部３２から縮小部３６
まで滑らかに形成することができ、拡大部３２において広がった洗浄水及び汚物をより効
果的に整流することができる。これによっても、汚物の排出性能を高めることができる。
【００８１】
　また、本実施形態の洗い落し式水洗大便器１によれば、下降流路４０の流路方向に垂直
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流路断面積を有する第２拡大部４２が形成されている。
【００８２】
　これにより、下降流路４０においてサイホンが発生してしまうことを抑制することがで
きる。
【符号の説明】
【００８３】
１　　　　洗い落し式水洗大便器
２　　　　便器本体
２ａ　　　供給口
４　　　　貯水タンク
８　　　　ボウル部
１２　　　溜水部
１４　　　排水トラップ管路
１４ａ　　入口管部
１４ｂ　　トラップ上昇管部
１４ｃ　　トラップ下降管部
１６　　　汚物受け面
１８　　　リム部
２０　　　導水路
２１　　　主導水路
２３ａ　　第１リム導水路
２３ｂ　　第２リム導水路
２４ａ　　第１吐水部
２４ｂ　　第２吐水部
２５　　　リム通水路底面
３０　　　上昇流路                                  i
３２　　　拡大部
３３　　　略鉛直壁面
３４　　　略水平壁面
３６　　　縮小部
４０　　　下降流路
４２　　　第２拡大部
Ａ　　　　拡大部の頂面の上流側端
Ｂ　　　　上昇流路の底面の最高到達位置
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